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三
重
県
の
上
げ
馬
神
事

三
重
県
の
上
げ
馬
神
事

上
げ
馬
神
事
の
実
態

2
0
0
3
年
に
、
馬
を
酷
使
す
る
お
祭
り
と
し
て
上

げ
馬
神
事
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
動
物
と
の
共

生
を
考
え
る
連
絡
会
（
動
共
連
）
は
、（
公
社
）
日
本
動

物
福
祉
協
会
（
福
祉
協
会
）
と
と
も
に
視
察
調
査
を
実

施
し
た
。
三
重
県
の
猪
名
部
神
社
（
員
弁
郡
東
員
町
）

と
多
度
大
社
（
桑
名
市
多
度
町
）
の
2
か
所
で
行
わ
れ

る
上
げ
馬
神
事
の
実
態
は
、
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
事
が

行
わ
れ
て
い
た
。
馬
を
殴
る
、
蹴
り
上
げ
る
、
ロ
ー
プ

や
鞭
、
棒
や
竹
竿
で
殴
打
す
る
、
長
い
笹
竹
で
脅
し
追

い
詰
め
る
、
法
被
を
振
り
回
し
大
声
で
威
嚇
す
る
、
小

石
や
砂
を
投
げ
つ
け
る
、
水
を
突
然
ぶ
っ
か
け
る
、
ド
ー

ピ
ン
グ
す
る
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
限
り
を

に
、
私
た
ち
は
唖
然
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
上
げ
馬
神
事
が
、
三
重
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
こ
と
に
も
二
度
び
っ
く
り
し
、
あ
き
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
2
0
1
8
年
ま
で
毎
年
視
察

調
査
を
実
施
し
た
。

宮
司
さ
ん
の
嘆
き

当
時
の
多
度
大
社
宮
司
さ
ん
に
、
こ
の
ひ
ど
い
馬
へ

の
虐
待
に
つ
い
て
抗
議
し
た
際
、
他
所
か
ら
派
遣
（
出

向
）
さ
れ
た
宮
司
で
あ
る
こ
と
と
、
氏
子
の
組
織
「
御

厨
」
が
上
げ
馬
神
事
を
多
度
大
社
に
奉
納
し
て
い
る
の

で
、
対
応
で
き
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
行
事
の
一
環

で
あ
る
「
楠
回
し
」
で
、
馬
を
極
度
に
興
奮
さ
せ
て
大

暴
れ
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
、
関
係
者
と
観
客
に
怪
我
人

が
出
て
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何
と
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
願
い
は
聞
い
た
。

告
発馬

の
保
護
管
理
研
究
会
が
作
成
し
た
馬
へ
の
激
し
い

暴
力
（
虐
待
）
行
為
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
と
抗
議
及
び

要
請
文
を
前
記
の
各
所
と
両
神
社
に
送
付
し
た
が
、
無

視
さ
れ
全
く
改
善
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

多
度
大
社
の
上
げ
馬
神
事
で
、
あ
ま
り
に
激
し
い
馬

尽
く
し
、
馬
を
極
度
に
興
奮
さ
せ
、
立
ち
上
が
っ
た
り
、

跳
ね
た
り
、
蹴
飛
ば
し
た
り
な
ど
大
暴
れ
さ
せ
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
、
長
い
誘
導
路
先
に
騎
手
（
乗
り
子
）
が

騎
乗
す
る
場
所
が
あ
り
、
騎
乗
し
た
ら
約
1
0
0
m
の

助
走
路
の
先
に
斜
度
30
度
程
度
の
坂
が
あ
り
、
そ
の
頂

点
に
垂
直
な
壁
（
崖
）
約
2
m
を
築
き
、
神
事
当
日
に

中
央
部
の
高
さ
を
1.7
m
程
度
に
削
り
、
こ
れ
を
越
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
無
謀
な
構
造
を
越
さ
せ
る
た
め

に
、
馬
を
恐
怖
に
追
い
詰
め
狂
奔
さ
せ
な
け
れ
ば
越
せ

な
い
と
信
じ
て
い
る
節
が
あ
っ
た
。
馬
の
福
祉
な
ど
の

配
慮
は
全
く
な
く
、
三
重
県
庁
、
三
重
県
教
育
委
員
会
、

三
重
県
警
察
、
三
重
県
議
会
議
員
な
ど
三
重
県
全
体
が
、

三
重
県
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

動
物
と
の
共
生
を
考
え
る
連
絡
会
　
　
代
表
　
青
木
貢
一

上げ馬神事（2018）

壁に向かって駆け上がっていく様子（2018）

壁の高さは大人の背丈以上（2018）

両側に溢れる観客（2018）
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へ
の
暴
力
（
虐
待
）
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、動
画
撮
影
し
、

そ
れ
を
も
と
に
桑
名
署
に
2
0
1
0
年
に
告
発
し
受
理

さ
れ
、
送
検
さ
れ
た
が
、
検
察
庁
が
嫌
疑
不
十
分
と
の

こ
と
で
8
名
全
員
を
不
起
訴
（
理
由
は
、虐
待
の
指
摘
が
、

他
者
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
）
に
し
た
。
一
時
改
善
が
あ
っ

た
が
、
再
び
馬
の
扱
い
が
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
、
上
げ

馬
神
事
の
実
行
行
為
団
体
（
組
織
）
の
多
度
大
社
・
御
厨

総
代
会
を
2
0
1
6
年
に
告
発
し
た
。
し
か
し
、
刑
事

事
件
は
団
体
や
組
織
は
対
象
に
で
き
な
い
と
の
理
由
で
、

告
発
状
を
返
還
さ
れ
不
受
理
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
裁

判
所
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
時
、
三
重
県
警
察
は
、
馬
へ
の
激
し
い
暴
力
が

行
わ
れ
た
と
の
指
摘
を
受
け
、
国
（
環
境
省
）
及
び
三

重
県
担
当
部
署
に
質
問
し
た
が
、
虐
待
で
あ
る
か
否
か

の
判
断
が
で
き
な
い
と
回
答
さ
れ
た
。
な
ん
と
も
お
粗

末
で
、
情
け
な
い
。
こ
れ
が
我
が
日
本
の
実
状
な
の
か

と
や
る
せ
な
い
気
持
ち
と
な
っ
た
。

神
事
の
危
険
性
（
馬
と
人
）

祭
馬
が
、
上
げ
馬
神
事
当
日
に
骨
折
し
た
な
ど
の
故

障
か
ら
安
楽
殺
さ
れ
た
り
、
前
の
め
り
に
転
倒
し
頸
椎

損
傷
で
即
死
し
た
り
、
壁
に
頭
か
ら
激
突
し
て
鼻
骨
骨

折
し
た
か
ら
か
大
量
出
血
し
、
出
血
が
止
ま
ら
ず
地
面

に
大
量
の
血
の
海
に
放
置
さ
れ
た
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
乗
り
子
や
関
係
者
に
重
傷
者
が
出
た
り
、
気
を

失
っ
た
り
で
救
急
搬
送
さ
れ
、
ま
た
観
客
も
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
死
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
が

不
思
議
で
あ
る
。

こ
の
元
凶
は
、
助
走
路
先
の
坂
上
に
設
え
て
あ
る
高

い
垂
直
な
壁
（
崖
）
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

動
共
連
は
、
再
三
こ
の
危
険
な
構
造
を
改
め
、
少
な
く

と
も
壁
を
低
く
す
る
か
傾
斜
を
緩
く
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
た
。
猪
名
部
神
社
は
約
75
度
に
傾
斜
さ
せ
た
の
で
、

仰
向
け
に
転
倒
す
る
こ
と
が
減
り
、
危
険
性
が
減
っ
た
。

だ
が
、
多
度
大
社
は
全
く
聞
き
入
れ
ず
、
逆
に
壁
を
オ
ー

バ
ー
ハ
ン
グ
さ
せ
、
さ
ら
に
危
険
な
状
態
に
さ
せ
た
こ

と
が
あ
る
。

日
本
固
有
の
在
来
馬
と
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

上
げ
馬
神
事
に
使
用
さ
れ
る
馬
は
、
大
型
軽
種
の
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
系
で
、
体
高
が
約
1
6
0
㎝
あ
り
、
競
馬

か
ら
引
退
し
た
馬
が
殆
ど
で
あ
る
。
7
0
0
年
前
か
ら

こ
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
40
年
代
以
降
で
あ

る
。
木
曽
馬
や
北
海
道
和
種
（
道
産
子
）
な
ど
の
日
本

在
来
馬
は
、
体
高
が
1
3
5
㎝
前
後
と
小
さ
い
の
で
、

到
底
上
げ
馬
神
事
に
使
え
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
歴
史

的
な
疑
問
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
社
側
は
こ
の

こ
と
を
説
明
せ
ず
に
、
無
視
し
て
い
る
。
県
教
育
委
員

会
も
、
こ
の
こ
と
を
全
く
判
断
し
て
い
な
い
。

上
げ
馬
神
事
の
異
常
性

馬
術
競
技
で
は
、
固
定
し
た
障
害
物
は
平
ら
な
場
所

で
高
さ
が
1.2
ｍ
以
下
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
飛
越
の
た
め

に
騎
手
及
び
競
技
馬
の
コ
ン
ビ
は
、
長
期
間
練
習
を
積

み
重
ね
て
習
熟
し
た
も
の
だ
け
が
競

技
に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
。
上
げ
馬

神
事
で
は
、
選
ば
れ
た
騎
手
（
乗
り

子
）
の
乗
馬
稽
古
は
、
た
っ
た
一
か

月
程
度
し
か
な
く
、
祭
馬
と
障
害
飛

越
の
練
習
は
な
い
と
推
察
さ
れ
、
習

熟
度
の
判
定
も
な
く
、
当
日
に
ぶ
っ

つ
け
本
番
で
挑
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
落
馬
、
放
馬
、
失
速
、
走

路
や
坂
で
転
倒
、
垂
直
壁
に
激
突
、

仰
向
け
に
転
倒
、
壁
上
に
腹
ば
い
に

な
る
、
坂
を
転
げ
落
ち
る
な
ど
あ
り
、

故
障
馬
の
み
な
ら
ず
、
乗
り
子
や
関

係
者
及
び
観
客
が
巻
き
込
ま
れ
て
怪

我
人
が
出
る
な
ど
当
た
り
前
で
、
降
雨
で
あ
れ
ば
、
地

面
が
滑
り
や
す
く
な
り
、
人
馬
と
も
に
さ
ら
に
危
険
性

が
一
層
高
ま
る
が
、
安
全
対
策
を
図
る
つ
も
り
が
な
い
。

多
度
の
T
T
P

動
共
連
と
福
祉
協
会
は
、
2
0
0
3
年
か
ら
毎
年
視

察
し
た
が
、
2
0
1
8
年
に
、
多
度
で
T
T
P
（
つ
づ

け
よ
う
、
た
ど
ま
つ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
創
刊
号
を

見
つ
け
た
。
表
紙
に
「
多
度
祭
り
の
M
I
K
A
T
A
、

未
来
永
劫
続
く
祭
り
の
あ
り
方
を
探
求
し
、
共
感
で
き

る
環
境
、
仲
間
を
増
や
し
、
歴
史
あ
る
多
度
祭
り
を
正

し
く
伝
承
し
ま
す
。」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
①
安
心
で
安

全
な
取
組
み
、
②
継
承
者
育
成
へ
の
取
組
み
、
③
積
極

的
な
祭
事
歴
史
解
釈
へ
の
取
組
み
、
④
祭
り
フ
ァ
ン
を

増
や
す
取
組
み
が
記
さ
れ
て
い
た
。
地
元
の
有
志
達
が
、

改
善
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
証
し
で
あ
る
と
認
識

し
、
今
後
に
向
け
て
大
い
に
期
待
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で

上
げ
馬
神
事
が
中
止
と
な
っ
た
。
今
年
4
年
ぶ
り
に
多

度
大
社
で
再
開
し
た
と
こ
ろ
、
阪
上
の
高
い
垂
直
壁
は壁の高さに、直前で止まって暴れる馬（2017）

壁を登れず坂を転げ落ちる馬（2017）
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【
幹
事
団
体
】

（
公
財
）
日
本
動
物
愛
護
協
会

（
公
社
）
日
本
動
物
福
祉
協
会

（
一
社
）
家
庭
動
物
愛
護
協
会

N
P
O
自
然
と
動
物
を
考
え
る
市
民
会
議

日
本
捨
猫
防
止
会

ペ
ッ
ト
研
究
会
「
互
」

動
物
と
の
共
存
を
考
え
る
会

学
校
法
人　

ヤ
マ
ザ
キ
学
園

学
校
法
人　

国
際
総
合
学
園

　

国
際
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
専
門
学
校

1
9
9
7
年
「
動
物
と
の
法
律
を
考
え
る
連
絡

会
」
と
し
て
設
立
し
、
2
0
0
0
年
に
「
動
物
と

の
共
生
を
考
え
る
連
絡
会
」
に
改
称
。「
人
と
動

物
が
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
た
団
体
・
法
人
・
個
人

の
連
合
体
で
あ
り
、「
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
を
国
民
に
周
知
し
、
同
時
に
こ

の
法
律
を
よ
り
良
い
も
の
に
改
正
す
る
た
め
に
、

管
轄
官
庁
や
行
政
自
治
体
、
国
会
議
員
な
ど
へ
の

ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
を
行
う
連
合
体
で
す
。

そ
の
ま
ま
で
危
険
な
ま
ま
で
あ
る
が
、
今
年
も
T
T
P

の
活
動
は
継
続
し
て
い
る
文
書
が
認
め
ら
れ
た
。

多
度
大
社
の
諸
悪
の
根
源

歴
史
的
な
問
題
を
解
答
す
る
こ
と
な
く
、
助
走
路
先

の
坂
上
に
築
か
れ
た
高
く
垂
直
な
壁
（
問
題
点
Ⅰ
）
が

あ
る
こ
と
、
当
事
者
の
御
厨
総
代
会
と
多
度
大
社
は
全

く
改
め
る
意
思
が
な
い
（
問
題
点
Ⅱ
）
こ
と
、
馬
に
骨

折
な
ど
の
故
障
が
発
生
し
安
楽
殺
さ
れ
て
も
事
故
だ
か

ら
や
む
な
し
と
不
問
に
し
、
原
因
究
明
し
な
い
こ
と
を

三
重
県
も
県
教
育
委
員
会
も
容
認
し
、
改
善
指
導
し
な

い
（
問
題
点
Ⅲ
）
こ
と
、
三
重
県
庁
も
三
重
県
警
察
も

馬
へ
の
暴
力
を
看
過
し
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
を
無
視
す
る
（
問
題
点
Ⅳ
）
こ
と
が
、
多
度

大
社
の
上
げ
馬
虐
待
神
事
を
崇
め
、
三
重
県
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
さ
せ
た
元
凶
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
炎
上

今
年
、
再
開
し
た
多
度
大
社
の
上
げ
馬
神
事
で
、
一

頭
の
馬
が
殺
処
分
さ
れ
た
こ
と
が
ネ
ッ
ト
で
拡
散
し
、

そ
れ
が
切
っ
掛
け
で
、
動
共
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

閲
覧
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
市
民
の
方
々
の
お
か
げ
で
、

上
げ
馬
神
事
の
実
態
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
気

に
非
難
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
内
外

か
ら
問
い
合
わ
せ
や
取
材
な
ど
が
あ
り
、
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
が
、
多
度
大
社
と
三

重
県
関
係
者
あ
て
に
意
見
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国
会
で
議
論

5
月
16
日
、
参
議
院
の
委
員
会
で
、
串
田
参
議
院
議

員
が
上
げ
馬
神
事
の
歴
史
的
問
題
を
含
め
前
記
内
容
な

ど
質
問
さ
れ
、
関
係
省
庁
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
国
会

で
、
上
げ
馬
神
事
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は

初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
変
大
き
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

動
共
連
の
願
い
を
込
め
て
要
望
書
発
送

6
月
に
三
重
県
庁
担
当
部
署
、
三
重
県
教
育
委
員
会
、

三
重
県
警
察
、
多
度
大
社
宛
て
に
夫
々
の
要
望
文
書
を

送
付
し
ま
し
た
。
環
境
省
動
物
愛
護
管
理
室
に
も
対
応

要
請
文
を
送
付
し
ま
し
た
。

馬
へ
の
暴
力
の
禁
止
は
も
ち
ろ
ん
、
最
大
の
懸
案
事

項
で
あ
る
、
助
走
路
先
の
坂
上
に
あ
る
高
い
垂
直
な
壁

を
な
く
す
こ
と
。
低
く
し
た
り
、
傾
斜
づ
け
る
こ
と
で

は
な
く
、
壁
そ
の
も
の
を
な
く
し
、
単
な
る
上
げ
坂
に

す
る
こ
と
で
、
安
心
、
安
全
な
も
の
に
な
る
は
ず
で

す
。（
た
っ
た
一
か
月
程
度
の
乗
馬
稽
古
で
は
心
配
だ
が
）　

新
し
い
上
げ
馬
神
事
に
な
っ
て
欲
し
い
。
多
度
大
社
の

決
断
は
如
何
に
？

事
故
防
止
対
策
協
議
会

6
月
19
日
、
事
故
防
止
対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

県
が
坂
の
角
度
や
壁
に
つ
い
て
指
導
し
た
と
報
道
が
あ

り
、
多
度
大
社
・
御
厨
総
代
会
（
氏
子
）
は
、
年
内
に
決

断
す
る
と
い
う
。
安
心
・
安
全
な
祭
り
に
な
っ
た
か
は
、

2
0
2
4
年
5
月
4
日
、
5
日
に
判
明
し
ま
す
。

馬が壁に激突し、騎手が吹き飛ぶ瞬間（2018）

動
物
と
の
共
生
を

考
え
る
連
絡
会
に
つ
い
て
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6月、品川区役所生活福祉課からの相談で多頭飼育崩壊現場の対応をしまし
た。飼い主は生活保護を受けている一人暮らしの方で、急な入院により自宅に
戻ることができない状態となり、家の中はゴミだらけで残された猫は約20頭と
のことでした。

視察のために現場に行くと、門の前で既に猫の糞尿による悪臭が感じられま
した。しかし、現場の一軒家の両隣や向かいには住宅がありましたが、それま
で悪臭などの苦情はなかったとのことです。中に入ると、人に慣れている猫数
匹がすぐにすり寄ってきました。どの猫も痩せており、鼻水や目ヤニなどの猫
風邪の症状が酷く、感染症が蔓延していることが示唆されました。猫たちは不
妊去勢手術をしていなかったため、屋内で繁殖し続けたと思われます。現場で
は、飼い主の知人やボランティアの方々の協力により、キャットフードや水皿
が設置されておりました。

 家の中は糞尿だけでなく、生活ごみも散乱していました。糞尿は押入れやソ
ファーなどの家具の他にも各部屋に堆積しており、部屋の中でハエが大量に飛
んでいる、かなり不衛生な環境でした。この状況から、多頭飼育崩壊によくみ
られる「セルフネグレクト」の状態にあったと推測されます。

現場の対応にあたり、当初、担当課から区保健所にも協力の依頼をしたとこ
ろ断られてしまったとのことです。環境省発行の「多頭飼育対策ガイドライン」
では動物愛護や公衆衛生、社会福祉等の問題も複雑に絡んでいることから、多
機関の連携による対応の重要性が求められていますが、実際には各部署の人手
不足や業務過多、愛護センターの受け入れ拒否の問題等によりうまく連携が取
れていないのが現状です。今回現場に同行していただいたり、猫の所有権放棄
のために飼い主とコンタクトをとっていただいたのは、生活保護受給の業務を
担当している福祉課の職員の方でした。

その後、品川区から東京都動物愛護相談センターに猫の保護を依頼したとこ
ろ、1週間に5頭しか預かれないが約1か月をかけて少しずつ猫を収容する予定
とのことでした。

現場の猫の保護に関しては、当協会でも動物病院の協力により人懐こい5頭
の保護をすることができました。保護をした5頭は健康検査時に、猫エイズ陽
性と診断されましたが、猫エイズは、生涯発症しないこともあり、その場合寿
命を全うすることができます。そのため、不妊去勢手術をして、猫エイズにご
理解のある飼い主を募集しております。

▲ 目ヤニや鼻水の症状が酷い猫たち

▲ ソファーや壁もボロボロで酷く汚れている

▲ 玄関前。人慣れしている猫が集まってくる。

▲ 物が散乱しているリビング

全員人懐こく可愛い子達です。

現在5頭の里親さんを募集しております！

とらくん

オシロくんセシロくん

ななちゃん

品川区 品川区 
猫多頭飼育崩壊現場猫多頭飼育崩壊現場

HPにて情報公開中！

ちびくん
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Here is the letter of thanks from FOUR PAWS
FOUR PAWSからの感謝の手紙

Emergency donation to FOUR PAWS in Ukraine
JAWS UK ウクライナ「FOUR PAWS」への緊急支援

Dear Mr Crittenden,
※Crittenden氏はJAWS UKの理事長

It gives me great pleasure to offer our sincere thanks for your donation of £10,000 
received towards our work in the Ukraine.
ウクライナでの私たちの活動に対して10,000ポンドのご寄付をいただき、心より感謝申し
上げます。

Our Stray Animal Care Team (SAC) has been in Ukraine since 2012 and has been on 
hand to rescue and treat injured animals since the war began in February 2022.
迷子動物のケアチーム（SAC）は2012年からウクライナに入り、2022年の2月に戦争が始
まってからも負傷した動物の救出と治療にあたってきました。

Your gift means we can continue to be on the front line helping animals who are living 
on the streets, many of which are beloved pets who have been separated from their 
families.
この寄付によって、家族と離ればなれになり路上で生活をしている動物たちを最前線に
立って助けることができます。

Displaced pets would never survive on the street, so once treated we have placed them 
with volunteers or taken them to local animal welfare shelters to find a new home for 
them.
離ればなれになってしまった動物たちは路上では生きていけないため、私たちは一度治
療した動物をボランティアに預けたり、地元の動物保護施設に連れて行ったりして、新
しい家族を探しています。

We will of course keep you updated on this work.
これからも私たちの活動に関して最新情報を伝えていくつもりです。

Thank you for being there for animals, your support is hugely appreciated.
Our sincerest thanks,
動物たちに寄り添っていただきありがとうございます。心から感謝しております。

Edwina Silvester,
Leadership Giving, FOUR PAWS UK

In the 16 months since it began, 
the war in Ukraine has never been 
far from the headlines. We have all 
been concerned about the terrible 
impact it has had on the Ukrainian 
people –and animals.
開戦から16か月―ウクライナのニュー
スを見ない日はありません。
この戦争がウクライナの人々、そして
動物たちに与えた甚大な被害に胸を痛
めています。

Here at JAWS UK, we were already 
aware of the wonderful work of 
FOUR PAWS, with its worldwide 
remit to help animals, so were 
unanimous in wanting to make a 
special donation to help the Stray 
Animal Care Team working in the 
war-torn country.
A donation of £10,000 was sent in 
August 2022.
JAWS UKでは以前より「FOUR PAWS」
の世界中の動物たちを助けるという素
晴らしい活躍に注目しており、戦争で
荒廃した国での動物のレスキュー活動
を支援するための特別な寄付を贈るこ
とになりました。そして、2022年の8
月に10,000ポンドの寄付をしました。

JAWS UK(日本動物福祉協会英国)は日本動物福祉協会の姉妹団体です。
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ウ
サ
ギ
や
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
学
校
飼
育
動
物
は
「
小
学

校
学
習
要
領
生
活
編
」
で
、
児
童
の
情
操
教
育
を
目
的
に
、

学
校
に
お
い
て
動
物
と
植
物
を
育
て
る
こ
と
を
推
奨
し
、
適

切
な
動
物
種
を
適
切
に
飼
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要

領
内
で
は
推
奨
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
動
物
を
飼
わ
な
い
」

と
い
う
選
択
肢
は
学
校
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
最

高
裁
の
判
例
で
は
、
学
習
指
導
要
領
は
法
的
拘
束
力
が
あ

る
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
近
年
、
学
校
飼
育
動
物
の
飼
育
方
法
や
管
理
方

法
を
含
め
た
学
校
飼
育
動
物
の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

≪

実
際
に
起
き
て
い
る
問
題≫

・ 

土
日
休
み
や
長
期
休
み
に
最
低
限
の
お
世
話
が
で
き
て
い

な
い
。

・ 

教
職
員
の
業
務
・
負
担
過
多
に
よ
り
、
動
物
の
お
世
話
が

行
き
届
い
て
い
な
い
。

・ 
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
休
日
出
勤
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

・ 

児
童
や
保
護
者
任
せ
で
、
教
職
員
の
介
入
が
少
な
い
。

・ 

大
雪
や
猛
暑
な
ど
の
悪
天
候
や
災
害
時
に
犠
牲
と
な
る
。

・ 

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
へ
の
対
応

・ 

教
育
業
界
で
、
動
物
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
は
犯
罪
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
薄
い
。

・ 

予
算
が
無
い
た
め
環
境
の
改
善
や
十
分
な
治
療
が
で
き
な

い
。

「
情
操
教
育
」
と
は
、
自
分
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
を
始

め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
の
命
を
思
い
や
る
気
持
ち

や
大
切
に
感
じ
る
心
を
育
む
た
め
の
教
育
で
す
。
動
物
も

そ
れ
ぞ
れ
種
に
適
し
た
食
べ
物
が
あ
り
、
水
を
必
要
と
し
、

清
潔
な
環
境
が
必
要
で
す
。
動
物
が
生
き
る
た
め
に
は
、
人

が
毎
日
お
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
き
物
を

適
切
に
お
世
話
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
子
供
た
ち
の
「
思

い
や
る
心
」
は
育
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
単
に
生
死
か

ら
学
ぶ
こ
と
と
、
き
ち
ん
と
お
世
話
を
し
た
上
で
生
死
を

学
ぶ
こ
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

適
切
な
お
世
話
が
で
き
な
い
（
し
な
い
）
場
合
、
動
物

虐
待
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
動
物
虐
待
を
児
童
が
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ウ
マ
と
な
る
リ
ス
ク
及
び
児

童
虐
待
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
供
は
感
受
性
が
豊

か
で
あ
り
、
論
理
的
思
考
よ
り
感
情
的
な
側
面
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、不
衛
生
で
臭
い
環
境
に
い
る
動
物
を
み
て
、

「
臭
い
・
汚
い
」
な
ど
動
物
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を

持
っ
た
り
、
可
哀
想
と
い
う
感
情
か
ら
そ
ば
に
寄
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
協
会
に
も
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
が
飼
い
方
に
違
和

感
を
も
っ
て
、
学
校
に
伝
え
て
も
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
に
と
っ
て

先
生
や
大
人
へ
の
不
信
感
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

問
題
な
の
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
冒
頭
に
記
載
し
た
よ

う
に
文
部
科
学
省
の
指
導
要
綱
に
も
あ
り
ま
す
。
指
導
要
綱

に
よ
り
「
動
物
を
飼
わ
な
い
」
と
い
う
選
択
が
で
き
な
い
学

校
・
先
生
方
の
負
担
は
膨
大
な
も
の
で
す
。
最
近
で
は
、
文

科
省
も
学
校
飼
育
動
物
は
必
ず
し
も
哺
乳
類
で
あ
る
必
要

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
鳥
類
で
あ
っ
て
も
魚
類
で
あ
っ

て
も
適
切
な
世
話
が
必
要
な
の
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
改
善
案
と
し
て
、
動
物
が
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
し
て
、
学
校
飼
育
動
物
は
必
須
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

人
的
要
因
な
ど
適
切
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
学
校
が
飼
育

す
る
と
い
う
選
択
制
に
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
飼
育
動
物　

学
校
飼
育
動
物　

現
場
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

現
場
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
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最終報告日
本
は
世
界
的
に
見
て
も
動
物
園
が
非
常
に
多
い
国
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見
凄
い
こ
と
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
こ

の
裏
側
に
は
動
物
が
自
由
に
習
性
等
を
発
揮
す
る
生
活
が
で
き

て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
野
生
動
物
を
飼
養
管
理
す
る
た
め

に
は
、
動
物
福
祉
に
配
慮
を
し
、
動
物
が
自
然
界
で
行
う
行
動
を

動
物
園
で
も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
や
繁
殖
率
の
向
上
に
も
繋

が
り
、「
種
の
保
存
」「
教
育
」「
調
査
・
研
究
」「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
の
場
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
側
面
が
強
く
、

「
見
せ
物
」「
レ
ジ
ャ
ー
施
設
」
と
し
て
の
要
素
に
重
点
を
置
き
、

自
然
と
は
か
け
離
れ
た
環
境
で
飼
育
展
示
や
ふ
れ
あ
い
を
し
て

い
る
動
物
園
が
あ
り
ま
す
。
本
来
の
生
理
・
生
態
・
習
性
が
満
た
さ

れ
ず
に
ス
ト
レ
ス
で
常
同
行
動
を
し
て
し
ま
う
動
物
、
自
ら
羽
を

抜
い
て
し
ま
う
動
物
、
同
じ
檻
の
動
物
同
士
傷
つ
け
あ
っ
て
い
る

な
ど
の
報
告
が
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
管
理
者
の
知
識
や
意
識
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
誰
で
も
登
録
だ
け
で
動
物
園
が
設
立
で
き
て
し
ま
う
等
の
根

本
的
な
法
律
の
問
題
も
複
雑
に
関
与
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
法
整

備
を
含
め
、
国
内
の
動
物
園
動
物
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
こ

れ
以
上
劣
悪
な
施
設
が
増
え
な
い
た
め
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

日
本
の
動
物
園
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
、
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
野
生
動
物
学
研
究
室
と
協
働
で
2
0
2
0
年
か
ら
2

年
間
、
動
物
園
実
態
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
本

調
査
の
報
告
書
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
要
旨
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

≪

論
文
要
旨≫

【
背
景
と
目
的
】

動
物
園
展
示
動
物
の
多
く
は
飼
育
下
野
生
動
物
で
あ
り
、
動
物
園
は
全
て

の
動
物
種
が
そ
の
種
本
来
の
行
動
を
発
現
で
き
る
よ
う
動
物
福
祉
を
考
慮
し

て
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
動
物
園
や
飼
育
下
野
生
動
物
を
対
象

と
し
た
条
例
や
規
則
は
な
く
、
日
本
の
動
物
園
に
お
け
る
動
物
福
祉
は
一
貫

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
動
物
園
の
福
祉
を
健
康
、
栄
養
、

行
動
、
環
境
、
精
神
の
５
つ
の
領
域
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
国
内
の
動
物

園
に
お
け
る
動
物
福
祉
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
。

【
材
料
と
方
法
】

国
内
の
動
物
園
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
を
対
象
動

物
種
と
し
た
。
対
象
動
物
園
は
無
作
為
抽
出
に
て
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

（
J
A
Z
A
）
加
盟
動
物
園
及
び
非
加
盟
動
物
園
を
選
出
し
た
。

健
康
、
栄
養
、
行
動
、
環
境
、
精
神
の
５
つ
の
領
域
に
関
し
て

 31 
の
項
目

を
設
定
し
、
各
動
物
種
を
評
価
し
た
。
健
康
、
行
動
、
精
神
は
各
項
目
の
平

均
値
を
目
的
変
数
と
し
、
線
形
回
帰
分
析
に
よ
り
栄
養
と
環
境
に
関
す
る 

18

項
目
の
説
明
変
数
と
の
相
関
性
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
有
意
な
項
目
に
つ
い

て
は
重
回
析
を
行
っ
た
。

【
結
果
】

2
0
2
0
年
10
月
20
日
か
ら
2
0
2
2
年
1
月
19
日
の
期
間
に
訪
問
し
た

動
物
園
70
施
設
（
J
A
Z
A
加
盟
40
園
、
非
加
盟
30
園
）
と
そ
こ
で
飼
育
さ

れ
て
る
動
物
種
1
8
5
種
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
健
康
ス
コ
ア
と

有
意
な
相
関
性
の
あ
っ
た
項
目
は
、
給
餌
安
全
性
、
行
動
制
限
、
悪
臭
騒
音
、

環
境
汚
染
で
あ
り
、
行
動
ス
コ
ア
と
有
意
な
相
関
性
の
あ
っ
た
項
目
は
、
環

境
選
択
、
隠
れ
場
所
、
種
特
有
行
動
、
悪
臭
騒
音
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
精
神

ス
コ
ア
は
6
項
目
と
有
意
な
相
関
性
が
あ
っ
た
。

【
考
察
】

精
神
は
他
の
領
域
と
深
い
関
係
性
が
あ
り
、
環
境
は
動
物
福
祉
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
と
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
５
つ
の
領
域
は
動
物
園
動
物
の
福

祉
に
関
し
て
互
い
に
深
く
関
わ
り
、
動
物
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
い

ず
れ
の
領
域
も
欠
如
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
J
A
Z
A
加
盟
動

物
園
と
非
加
盟
動
物
園
と
比
較
し
て
も
、
前
者
は
動
物
福
祉
に
関
す
る
殆
ど

の
項
目
に
お
い
て
良
好
で
あ
っ
た
。

【
総
括
】

国
内
の
動
物
園
に
お
い
て
、
動
物
福
祉
の
考
慮
レ
ベ
ル
に
は
顕
著
な
差
が

あ
り
、
特
に
栄
養
・
行
動
・
環
境
に
関
す
る
項
目
に
お
い
て
多
く
の
動
物
園
で

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
動
物
園
展
示
動
物
の
福
祉
は
5

つ
の
領
域
の
関
わ
り
合
い
の
中
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
項
目
も
十

分
に
考
慮
す
る
こ
と
で
動
物
福
祉
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で

も
特
に
重
要
な
の
は
、
適
切
な
刺
激
と
十
分
な
選
択
肢
な
ど
動
物
種
本
来
の

行
動
を
発
現
可
能
な
環
境
や
清
潔
か
つ
安
心
し
て
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
負
の
状
態
を
最
小
化
す
る
だ
け

で
は
良
好
な
動
物
福
祉
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
時
に
正
の
状
態
を

促
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
よ
り
簡
便
に
動
物
福
祉
を
評
価
す
る
際
は
、

動
物
種
本
来
の
行
動
を
発
現
可
能
な
環
境
や
清
潔
で
安
心
し
て
落
ち
着
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
動
物
園
の
動
物
福
祉
向
上
の
た
め
に
は
動
物
園
の
社
会
的
役
割
や

公
的
意
義
、
並
び
に
従
う
べ
き
基
準
を
明
確
に
理
解
し
厳
守
す
る
こ
と
、
総

括
的
な
知
識
及
び
技
術
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
る
。
今
後

は
、
国
内
の
動
物
園
が
よ
り
高
い
水
準
で
動
物
福
祉
を
成
し
得
る
よ
う
、
法

整
備
も
含
め
て
動
物
園
の
在
り
方
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る

　
動
物
園
の
実
態
調
査

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
と
の
共
同
研
究

クジャク：自ら羽を抜いてしまっている

うさぎ：金網ケージで水もない環境

チンチラ：ケージ内に雨が吹き込み濡れている

タヌキ：リードで繋がれて常同行動

クロミミマーモセット：ボロボロのケージ

豚：藁も床もほとんどが濡れていて、隠れ場所も無い
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2025年度動愛法改正案

1． 一時緊急保護の条文を新設
・第2条：「感覚（感受性）をもつ命ある存在」

　　　　「民法第85条にかかわらず、命あるもの」と補足。

・第7条：「動物の所有者又は占有者の責務」の強化。

・第25条：一時緊急保護できる条文を明記；施行規則12条の2に不適切な飼養管理の詳細を追加。

・第35条：「犬及び猫」を「犬及び猫等（44条の愛護動物）」とする。

・第37条：「犬及び猫」を「犬猫及びいえうさぎ等」とする。

・第37条の２： 動物愛護センターの業務内容に一時保護された被虐待動物又はその恐れのある動物

の保管を新設。保管条件を明記。

・第40条：行政施設での致死処分の判断基準を追加。

・第41条の４：国は、地方公共団体との連携を強化し、相互に必要な情報は提供すること。

2． 第44条：被虐待動物の飼養禁止　
・虐待をした動物の飼養を禁止する。

3． 将来の飼養禁止命令の新設

4． 移動販売の禁止

5．『動物園』の定義及び展示業の許可制

6． 動物取扱業者の定義の見直し

7． ペットとして飼養できる野生動物種のホワイトリスト作成。将来的にペットとしての
飼養を原則禁止とする。

8． 第7条の7：産業動物の飼養及び保管に関する基準（環境省）にアニマルウェルフェア
への配慮を新設し、農林水産省管轄のAWに配慮した家畜の飼養管理基準（農林水産
省）と連動。

9． 附則（検討）第8条：動物を取り扱う学校、試験研究〜科学上の利用に供する動物を
取り扱う者等は、第一種動物取扱業に追加する。

10． 附則（指定犬に係る特例）の削除。天然記念物として指定されている犬種であっても
56日齢未満で販売してはならない。

当協会が幹事団体を務めます「動物との共生を考える連絡会」では、2025年度予定の動物の愛護
及び管理に関する法律改正に向けた改正要望案を作成いたしました。この案を基に、今後ロビー
活動を展開していきます。

動物との共生を考える連絡会
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今
年
２
月
に
実
開
催
で
3
日
間
に
わ
た
り
「
動
物
福
祉

の
基
本
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
生
命
尊
重
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
R
S
P
C
A
国
際
部
長

の
ポ
ー
ル
先
生
と
教
育
部
門
で
長
く
勤
め
ら
れ
て
い
た
デ

イ
ビ
ッ
ド
先
生
を
招
聘
し
、
動
物
福
祉
の
基
本
に
つ
い
て

講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
開
催
す
る
「
生
命
尊
重
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

教
育
者
や
指
導
者
向
け
の
内
容
を
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
先
生
は
R
S
P
C
A

の
教
育
部
門
所
属
で
、
教
師
、
生
物
学
者
で
も
あ
り
、
生

命
尊
重
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
人
材
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
英
国
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ

ア
各
国
を
訪
問
し
て
動
物
福
祉
を
踏
ま
え
た
生
命
尊
重
教

育
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
命
尊
重
教
育
の
基
本
的
な
考
え
は
、
子
供
達
が
成
長

し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
物
に
対
し
て
の
感
情
が

生
ま
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、私
達
大
人
で
も
「
虫
が
怖
い
」
と
い
う
感
情
を
も
っ

て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の

よ
う
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
か
覚
え
て
い
ま
す
か
？

決
定
的
な
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
多
く
は
成
長
過
程
で
の
身
近
な
人
の
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
は
両
親
な
ど
身
近
な
人
の
「
怖

い
も
の
」
に
対
す
る
感
情
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
同
じ

よ
う
な
印
象
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
絵
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報

で
も
同
じ
で
す
。
絵
本
の
中
で
オ
オ
カ
ミ
等
が
悪
役
に

な
っ
た
り
、
罰
を
与
え
た
り
、
騙
し
た
り
と
、
擬
人
化
さ

れ
た
動
物
が
人
間
の
社
会
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
子
供
達
が
成
長
す
る
過
程
で
物
語
は
事
実
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、「
怖
い
・
悪

者
・
軽
視
」
の
よ
う
な
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
無
意
識
の
う
ち

に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
生
き
物
と
し

て
、
お
互
い
に
違
う
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
・
理
解
す

る
た
め
に
は
、
擬
人
化
を
せ
ず
に
考
え
る
こ
と
も
大
切
で

あ
り
、
こ
の
考
え
こ
そ
が
生
命
尊
重
教
育
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
考
え
を
は
じ
め
、
子
供
達
に

「
命
の
大
切
さ
」
を
学
ば
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
、
生
き
物
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
思
考
や
学
習
に
繋

げ
る
に
は
、
教
育
者
が
ど
の
よ
う
に
導
く
べ
き
か
な
ど
、

実
際
の
日
本
の
学
習
指
導
要
領
と
比
較
し
な
が
ら
、
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
教
育
を
中
心
と
し
た
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
獣
医
療
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
一
般
の

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

RSPCAセミナーの開催報RSPCAセミナーの開催報告告

デイビッド先生

ポール先生

グループワークの様子
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行
政
の
調
査
に
よ
り
、
家
賃
滞
納
の
た
め
近
く
の
町
の

賃
貸
住
宅
か
ら
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家
族
が
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
な
い
空
き
家
に
入
り
こ
み
寝
泊
ま
り
を
し
て

い
た
と
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

身
体
の
不
自
由
な
祖
母
と
若
い
夫
婦
、
2
歳
と
3
歳
の

子
ど
も
、
更
に
母
親
は
妊
娠
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
情
と
、
こ
こ
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
流
れ
の
中
で
、

頑
な
に
心
を
閉
ざ
し
た
こ
の
家
族
と
の
話
し
合
い
は
中
々

進
ま
ず
に
い
ま
し
た
が
、
糞
尿
に
よ
り
凍
り
つ
い
て
、
今

に
も
凍
死
し
そ
う
な
猫
た
ち
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
落
ち
つ
く
ま
で
預
か
ら
せ
て
欲
し
い
と
お
願
い

し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
で
保
護
し
ま
し
た
。

猫
た
ち
の
状
態
は
、
両
眼
、
も
し
く
は
片
目
が
つ
ぶ
れ

て
い
る
で
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
し
た
。
命
を
落
と
し
た
猫

も
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
私
た
ち
が
引
き
受
け
た
と
き
は

11
匹
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
政
と
と
も
に
、
こ
の
家
族
に
寄
り
添
い
な

が
ら
説
得
を
し
、
飼
育
放
棄
を
し
て
も
ら
い
、
無
事
全
頭

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
地
域
住
民
の
方
々
の
動
物
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
動
物
福
祉
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
こ
れ
ら
の
猫
の
命

を
救
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
家
族
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
、
生
活
が
落

ち
着
く
ま
で
児
童
相
談
所
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
身

体
の
不
自
由
な
祖
母
も
治
療
を
受
け
ら
れ
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
行
政
に
よ
り
町
の
公
営
住
宅
に
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
手
は
ず
を
整
え
て
も
ら
い
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
猫
た
ち
は
そ
の
家
族
の
知
り
合
い
の
ブ
リ
ー
ダ
ー

か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
対

す
る
法
律
が
厳
し
く
な
り
、
管
理
環
境
が
良
く
な
る
と
思

わ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
動
物
に
い
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
11
頭

の
保
護
と
、
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
人
も
動
物

も
弱
い
も
の
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
典
型
的
な
事
件
で
し

た
。
そ
れ
を
行
政
と
と
も
に
行
動
で
き
た
こ
と
は
、
い
ろ

い
ろ
と
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ま
だ
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
動
物
た
ち
は

沢
山
い
ま
す
。
猫
は
個
人
に
よ
る
多
頭
飼
育
や
置
き
去
り

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
外
で
産
ま
れ
る
飼
い
主
の
い

な
い
猫
が
多
く
、
地
域
の
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

全
体
の
T
N
R
が
で
き
る
よ
う
試
み
て

お
り
ま
す
。
犬
は
多
頭
飼
育
や
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
崩
壊
に
よ
る
、
飼
育
状
態
や
健

康
状
態
の
悪
い
犬
た
ち
の
保
護
、
譲
渡

に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
譲
渡
会
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
譲
渡
希
望
は
多

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
希
望
の
方
と
は
、
き
ち
ん

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
家
族
の
一
員
と
し
て

迎
え
入
れ
て
い
た
だ
け
る
意
思
を
確
認
し
て
か
ら
、
譲
渡

す
る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
は
譲
渡
目
的
に
加
え
、
犬
や
猫
の
生
態

を
良
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
命
の
尊
さ
を
学
べ
る
よ
う

な
譲
渡
会
を
開
催
し
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
命
を
助
け
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
出
会
っ
た
人
が
迷
わ
ず
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ

る
社
会
に
な
る
よ
う
、
目
の
前
の
命
と
真
剣
に
向
き
合
っ

て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

現場にいた猫たち

外に置かれていたケージの写真

長
野
支
部

長
野
支
部だよ

り

だ
よ
り

支部で保護された犬

「
空
き
家
の
は
ず
な
の
に
、
突
然
大
き
な
荷
物
が
庭

の
真
ん
中
に
置
か
れ
て
い
て
気
味
悪
く
て
ね
、
覗
い
て

み
た
ら
、
猫
が
20
匹
ぐ
ら
い
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
の
よ
」

そ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
寒
さ
に
慣
れ
て
い
る

長
野
に
し
て
も
、
吐
い
た
息
が
凍
る
よ
う
な
真
冬
の
日

で
し
た
。

中
身
を
隠
す
た
め
に
か
け
ら
れ
た
布
の
端
か
ら
中
を

覗
く
と
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
2
段
ケ
ー
ジ
が
２
つ
並
べ

ら
れ
た
中
に
、
猫
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
水
や
フ
ー
ド
を
与
え
た
跡
は
あ
る
と
は
言
え
、
糞
尿

に
ま
み
れ
、
ま
た
そ
れ
が
凍
り
つ
い
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
し
た
。

居
合
わ
せ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
空
き
家
と
言
わ
れ
て

い
た
そ
の
家
に
声
掛
け
を
し
た
の
で
す
が
話
を
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
す
ぐ
さ
ま
保
健
所
、
警
察
、
市
役
所
に
連
絡

を
し
ま
し
た
。

副
支
部
長　

吉
川
友
子
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2022 年度 いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペーン最終結果報告

≪ 2023 年度 JAWS のら猫キャンペーンのお知らせ≫

抽選で犬猫の手術費用の一部を助成する本キャンペーンは今回で 29回目の開催となりました。対象地域は福島県と長崎県
の 2県で、この 2県は都道府県別の殺処分数や収容数が特に多い地域でもあり、過去にも実施した本キャンペーン実施時の反
響がとても大きかったため、枠を増やして連続で対象県を選定させていただきました。本キャンペーンは各地方獣医師会や自
治体、メディア各社そして地域の皆様のご協力のもと無事に終了いたしました。
最終的に2県合わせて1,801頭の不妊去勢手術費用の助成をいたしました。ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
期日までに不妊・去勢を実施した方へは、３月末までにネット振込みまたは振替払出証書で助成金をお支払いしております。

犬・猫の不妊去勢手術　助成金結果報告
犬猫の不妊去勢手術の助成金の内、当協会会員を対象とした助成頭数は1,714頭となりました。本部の他に、神奈川県、栃木県、
長野県、大阪府、兵庫県の各地域にお住まいの方は、お住まいの近くの支部で助成金の申請が可能です。詳しくはお近くの支
部までお問い合わせください。
上記以外の地域にお住まいの方は、本部までお問い合わせください。
会員の皆様のご協力の下、犬猫合計の不妊去勢手術費用の一部助成をさせていただきました。
※本部ではいぬねこ不妊去勢手術推進CP以外、助成金は猫のみの対応となっております。

犬 猫
メス オス メス オス
94 43 877 700

地域
▼

応募頭数 当選頭数 手術実施頭数

メ　ス オ　ス メ　ス オ　ス メ　ス オ　ス

猫 犬 計 猫 犬 計 猫 犬 計 猫 犬 計 猫 犬 計 猫 犬 計

福　島 924 101 1025 625 142 767 868 21 889 568 25 593 575 14 589 488 19 507

長　崎 485 64 549 292 55 347 459 62 521 273 54 327 288 34 322 215 34 249

合　計 2,688 2,330 1,667

また、2023 年度の本キャンペーン対象地域は決定次第、協会HPに詳細を掲載いたします。

募　集　要　項

対　　象 ご入会から 1 年以上在籍の当協会会員の方。
【青少年会員、支部で助成を実施している地域（神奈川県一部・栃木県・長野県・大阪府・兵庫県）は除く】

手術期間 2023 年 4 月 1 日（土）～ 2024 年 2 月 29 日（木）まで
助成金額 一律 5,000 円　（5,000 円未満の手術費用は申請不可）

条　　件 １会員上限 5 頭 / 年 申請は、一家族 2 名までと限らせていただきます。
（申請者のご住所が同じであれば別世帯であっても、一家族とみなします。）

申請期間 2023 年 4 月 1 日（土）～ 2024 年 3 月 1 日（金）必着
予算がなくなり次第、期間内であっても終了となります。

申請方法

下記①～⑥までを JAWS まで郵送ください。不備があると申請の受理ができません。
① 申請書 ※⑴

② 請求書 ※⑵

③ 病院印付きの医療明細書（原本）※⑶ 領収書のみは不可

④ 耳カットの写真
⑤ 手術跡の写真（手術跡は麻酔が効いている状態のほうが撮影しやすい）
⑥ 官製はがき１枚（表面に申請者の住所・氏名記入済のもの）※⑷

①②は当協会ホームページからダウンロード又は希望者には FAX・郵送いたします。
※⑴ １個体につき１枚ご用意ください。
※⑵ １申請ごとに対して１枚で結構です。
※⑶ コピー不可。助成金申請者（会員様）と明細書の宛名の相違がないようにお願い致します。また、病院印または獣医師の印を押したものをお願いします。
　　 領収書だけの場合は、病院等の捺印の他に金額の内訳がわかるものを添付すること。
※⑷ １申請ごとに対して１枚で結構です。

助成金の
お振込

当月 15 日までに受付した申請に関しては、当月 24 日前後に指定口座へのお振込みとなります。
当月 16 日以降の分に関しては翌月 24 日前後のお振込みになります。

注意事項　
（必ずご一読ください）

〇 申請は、一家族 2 名までと限らせていただきます。（申請者のご住所が同じであれば別世帯であっても、一家族とみなします。）
〇 全国当協会会員（ご入会から 1 年以上在籍の会員の方）対象のキャンペーンですが、青少年会員や支部で助成を実施している地域（神奈川県一部、栃木県、長野県、

大阪府・兵庫県）は対象にはなりません。各地域の支部へ直接お問い合わせください。
　 支部・連絡所については当協会ＨＰ⇒　https://www.jaws.or.jp/about01/about02/
〇 不妊去勢手術費以外の費用（ワクチン、ノミダニ予防、ウィルス検査等）は、助成金の対象にはなりません。また、手術費用が 5,000 円未満の場合にも助成金の対

象にはなりません。
〇 JAWS のら猫キャンペーンはあくまでも当協会の活動にご賛同いただいております会員様を対象とした事業です。そのため、助成金をお支払するために３,000 円（会

費）をいただくものではないことをご理解ください。尚、定款に則り、いただいた年会費は返金いたしかねますので予めご了承ください。
〇 申請書を受理した時点で、残り助成可能頭数を数えております。タイミングによっては書類到着時点で予算に達している場合もございますので予めご了承ください。

お問い合わせ
送 付 先

電話：03-6455-7733（平日 9：00 ～ 17：00）
〒 141-0022　東京都品川区東五反田 2-6-5 フロインデ 2F　「JAWS のら猫キャンペーン」係

（頭数）
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事務局からのお知らせ＆報告
第64回動物愛護の
作文コンテスト開催のお知らせ

当協会はこの作文コンテストを、将来の動物福祉の向上を支
えて欲しい若者の育成に資する重要な行事の一つと位置づけ
ています。昨年度は、全国の小・中学生から1251編の応募が
あり、従来の環境大臣賞、日本動物福祉協会一等賞等に加え、
岡本和真ハピアニ賞が新設され、計20名が受賞しました。11
月20日には久し振りに表彰式が催され、名誉総裁常陸宮妃殿
下の御臨席の下、厳かな中にも和やかなひと時を過ごすこと
ができました。本年度も昨年度と同様な要領で作文募集する
予定ですので奮ってご応募ください。尚、表彰式は、11月26
日（日）に東京プリンスホテルにおいて開催される予定です。

定番のTシャツに新色の「フロスティコーラル」と再販の「チャ
コール」が加わりました。肌なじみの良い色ですので、好評
をいただいております。また、デニムロープトート、ロゴ入り
傘、ロール付箋、可愛らしい動物のグリーティングカード、常
陸宮妃殿下がご翻訳された絵本などもございます。各種行事、
バザーで販売するほか、ホームページ等でもご購入いただけ
ますので、是非ともご覧下さい。ご家族や大切な人へのプレ
ゼントにも好適です。

JAWSグッズのご紹介

【
理
事
会
報
告
】

２
０
２
３
年
１
月
度

・
２
０
２
３
年
臨
時
慈
善
ビ
ン
ゴ
会
開
催
要
領
承
認

・
支
部
動
物
事
業
に
係
わ
る
運
営
基
準
統
一
化
承
認

・
猫
多
頭
飼
育
崩
壊
救
護
支
援
承
認　
　

他

２
０
２
３
年
２
月
度

・
２
０
２
２
年
度
決
算
方
針
、

２
０
２
３
年
度
予
算
策
定
方
針
承
認

・
シ
ェ
ル
タ
ー
メ
デ
ィ
ス
ン
社
会
連
携
講
座
／

年
次
継
続
承
認

・
放
置
猫
保
護
支
援
承
認　
　

他

２
０
２
３
年
３
月
度

・
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
承
認

・
２
０
２
３
年
度
予
算
承
認　

・
２
０
２
３
年
度
動
物
業
務
計
画
／
セ
ミ
ナ
ー

　

計
画
案
承
認　
　

他

２
０
２
３
年
４
月
度

・
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
承
認

・
２
０
２
２
年
度
総
会
招
集
、
議
案
等
承
認

・
維
持
会
員
入
会
承
認　
　

他

２
０
２
３
年
５
月
度

・
２
０
２
２
年
度
監
査
済
計
算
書
類
承
認

・
２
０
２
２
年
度
総
会
資
料
承
認　

・
講
師
派
遣
承
認　
　

他

２
０
２
３
年
６
月
度

・
内
閣
府
定
期
報
告
提
出
承
認

・
第
64
回
動
物
愛
護
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
要
領
承
認

・
維
持
会
員
入
会
承
認　
　

他

皆様から送っていただくペッ
トの写真をもとに作成される
オリジナル動物カレンダーは、
とても可愛いと大好評です。
すでに可愛い写真が集まって
きており、大いに期待できそ
うです。10月末ごろ完成予定
で、カレンダー購入のお申込
みはお電話・グッズ販売サイ
トより随時受付けています。

2024年版JAWS
オリジナル動物カレンダー

お申込み・お問い合わせは
日本動物福祉協会・事務局まで
　   03-6455-7733

見
開
き
A
3
サ
イ
ズ

1
部
1
5
0
0
円
＋
送
料
全
国
一
律
5
5
0
円

▲フロスティコーラル 2,000 円（税込） ▲チャコール 2,000 円（税込）

※チャリティグッズ一部価格改定のお知らせ※
　昨今の原材料の高騰等の影響により、一部商品は6/1より価格
改定を行わざるを得なくなりました。ご理解賜りますよう謹んで
お願い申し上げます。

対象商品：ポロシャツ、Tシャツ
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全国の皆様からのご厚情で送っていただいた切手やハガキは、犬猫の不妊・去勢手術の助
成金や動物救護活動などに、有効に役立てています。業者指定のサイズにボランティアの
方々がトリミングをして下さっていますが、右記の通りにお送りいただければ助かります。
あまり手間いらずで、動物たちにすぐ役立てられますので大歓迎です。少量でも構いませ
ん。皆様の温かいご協力をお待ちしています！尚、正式なお礼状が必要な方はその旨をお
知らせいただくか、メモ等に「お礼状希望」と記載の上、同封してお送りください。

使用済み切手、未使用ハガキ・切手を送ってください！
1切手の周りは3ミリ～5ミリ外側を切る。
2消印の部分は不要
3外国切手は区別する（少し高く売れます）
　未使用ハガキ・未使用切手

例

切手の処理方法

開
催
日
時
・
場
所
：

２
０
２
3
年
６
月
17
日
（
土
）

13
時
30
分
か
ら

五
反
田
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
会
議
室
に
て

決
議
事
項
：

第
1
号
議
案　

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

　
　

計
算
書
類
承
認
の
件

　
　

原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

報
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会費等の振込が便利になりました

会費の振込方法が以下 3 つになりました
①郵便局・コンビニ 
従来の郵便局・コンビニへ振込用紙を直接、持参して振込（振込用紙は毎年４月頃郵送）。コンビニ支払期日を経過した用
紙は郵便局で使用可能です。
※�会費と同時に寄付金をご支援くださる方は、郵便局にて振込用紙を下記例のように金額訂正の上、ご送金をお願い致します。

②WEB決済（クレカ決済）
2022年 4月より会費納入が郵便局やコンビニに足を運ばずに、PC・スマホ・タブレット等のweb上でクレジットカード
決済ができるようになりました。ご希望の方は supportus@jaws.or.jp へタイトルに会費納入希望と記載の上、「氏名」、「登
録電話番号」をお知らせください。
※�会費と同時に寄付金納入をご希望の方は、「寄付金額」、「寄付金使途」「領収書の有無」と上記2点に加えてお知らせください。

③口座振替 
「年 1回の会費」及び「定期的な寄付」を、都度の振込手続がいらない便利な口座振替にできます。ご希望の方は事務局
までお知らせください。

東京
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公益社団法人 日本動物福祉協会

公益社団法人 日本動物福祉協会

公益社団法人 日本動物
福祉協会

〒141-0022
東京都品川区
東五反田　○ー△ー□

福祉　愛子

福祉　愛子

2335

3,000

〒141-0022
東京都品川区
東五反田　○ー△ー□

福祉　愛子
《店舗控え》

《本部控え》
2017 8 13

一般寄付 2,000

寄付金の使い道をご指定の場合は、
通信欄にご記入ください。

見 本見 本

例
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寄付者ご芳名（敬称略） 2023/1～2023/6　寄付者一覧表（五十音順）

毎月寄付 
相川絵理子　　公益社団法人 アニマル・ドネーション　　石曽根泰久　　金釘早苗　　黒木敬子　　高橋杏奈　　高橋慧　　竹内靖子　　西岡千秋　　
張替邦夫　　肥喜里秀明　　丸山明美　　津由利子　　ロイヤルリゾート株式会社　　脇田昌実　　ワタベミヅキ

一般寄付者 
相澤洋子　　芥川美奈子　　アシード 株式会社　　阿部くるみ　　阿部弥生　　天野由利子　　荒井翠　　池田容幸　　池永公美子　　池永寿美子　　 
石井重則　　石川弥恵子　　市川祐子　　一ノ瀬貴子　　市村玲　　伊東裕美子　　伊藤芳江　　稲岡歩　　伊福千恵　　今村幸恵　　梅本公代　　 
永福誠也　　江口匠　　株式会社 エムズ　　近江屋良子　　大江巧　　大社淑子　　大瀧祥江　　大西由紀子　　岡内久美子　　岡田あさか　　 
岡田志保　　奥田世理子　　小倉智恵子　　小田川陸美　　落合榮子　　小野みどり　　恩田佳子　　葛西美沙子　　梶井純子　　　柏田大貴　　 
金井恵理香　　金本聡子　　かもめカフェ（かもめ愉快な仲間たち）　　川野隆弘　　木内聖子　　岸川紀子　　岸弘子　　北江身子　　北川七代　　 
北林隆子　　北村美代子　　喫茶ブラジルワンコ弁当　　木村慎一　　金吉範　　久野文代　　久保菜々星　　窪野幸子　　倉田陽子　　栗山正之　　 
黒岩貴子　　黒坂敬子　　黒田奈津子　　小泉真知子　　越野一恵　　小林知仁　　小林光世　　近藤正春　　斉藤真喜子　　酒井幸子　　 
坂英樹　　坂本健　　坂本美和　　佐久間修 　　櫻井勝英　　迫田久惠　　笹井幸恵　　佐々木よし子　　JAMES HOWARD MARYANSKI　　 
慈善ビンゴ会 募金箱　　信濃浩子　　篠崎明美　　篠原明美　　下泉朋子　　下川利恵　　下地利江　　浄法寺美有　　白石直子　　崇敬会 募金箱　　 
杉山良枝　　鈴木千明　　鈴木秀雄　　鈴木真貴子　　鈴木真由美　　鈴木美子　　鈴木礼子　　株式会社 スマック　　関根輝江　　関美穂　　 
髙市比佐子　　高木拓磨　　髙木みどり　　髙倉尚美　　髙橋慎志　　高橋極子　　高橋保子　　髙村訓子　　瀧澤恵里子　　田口千栄子　　 
竹内惠子　　竹内進　　竹下淳也　　武田志保子　　竹田澄子　　立澤香織　　舘野芳之　　田中綾子　　谷口章子　　谷口由佳子　　玉沖富恵　　 
千葉昭子　　角井さよ子　　寺原真奈美　　照井正治　　株式会社どうぶつでんき　　一般社団法人常磐会 募金箱　　徳永マリ　　得能節子　　 
豊嶋純子　　豊島泰子　　中川美代子　　中久美子　　　中澤暎子　　中島紀史子　　仲田まち子　　中之島まつり 募金箱　　成瀬冨美子　　 
西浦花也　　西川清敏　　公益財団法人 日本いけばな芸術協会　　沼波晃司　　野口聡子　　野澤一恵　　能島永史　　橋本勝子　　畑山玲子　　 
波 多 野 愛　　 服 部 悦 子　　 塙 加 奈 子　　 坂 大 靖 子　　 半 田 祐 子　　 東 邦 子　　 比 嘉 眞 子　　 光 が 丘 動 物 病 院 グ ル ー プ　　 蓼 沼 恒 男　　 
一般財団法人兵藤哲夫アニマル基金　　平井潤子　　平山智史　　廣橋幸子　　福居まり　　福士美季子　　福原美津子　　副馬桂子　　 
福本美帆　　福山和勇　　藤井貞子　　藤枝豊　　藤田三香　　伏見今子　　冨士水美樹　　堀江直司　　MARCUS EVERARD　　松岡吉次　　 
松田二三枝　　松野明子　　松山美由紀　　三木教代　　水田哲郎　　溝口健治　　三ツ橋真澄　　緑川幸子　　宮入典子　　宮嵜由美　　 
宮原美穂　　宮本八千代　　村上寿子　　村瀬雄亮　　村田智子　　目崎久仁子　　持田泰子　　森英子　　森本直子　　森谷悦子　　森屋敬子　　 
諸根栄子　　安井節子　　梁瀬美佐子　　山移千鶴　　山浦みどり　　山上和子　　山口和子　　山口千津子　　山口マリ子　　山田昌子　　 
山本清美　　山本京子　　山脇雅史　　夕川久光　　吉川広明　　吉成真理　　ロイヤルハウジング株式会社　　ロイヤルハウジング販売株式会社　　 
六畳ブック　　渡辺郁与　　渡辺秀　　渡邊雅子　　渡部知美　　【ご遺贈】（故）阿久津克子様　　【ご遺贈】岩田智穂【（故）稲田伎子様】　　 

【ご遺贈】（故）渡辺弘美様　　匿名希望

使用済み切手・葉書等ご寄付者 
㈱ ア ート イ　　 愛 岐 工 業 ㈱　　 ア イ ギ ス セ キ ュリテ ィ ㈱　　 相 澤 千 恵　　 ㈱ ICD　　 愛 知 県 社 会 福 祉 協 議 会 ボ ラ ン テ ィア セ ン タ ー　　 
アイぺイブ㈱　　青野真帆　　青葉由美子　　浅野孝子　　浅野雄太　　アサヒ交通㈱瀬名本社営業所　　足利上病院　　㈱アシスト 24　　 
愛宕橋にしざわ脳神経外科クリニック　　安部直子　　㈱アムラックス　　荒木伶王　　ESA 音楽学院専門学校　　イースタン・カーライナー㈱　　 
飯田明美　　池川恵美　　池川香の子　　池田浩巳　　池永久美子　　井沢有紀　　石井万寿美　　石井麻代　　石川弥恵子　　石葉明美　　 
㈱石原不動産　　磯村麻衣　　板垣造園土木㈱　　板倉䁘䁘　　伊藤育代　　伊藤香代子　　伊藤伸子　　伊藤忠 TC 建機㈱　　伊藤玲子　　 
稲木茜　　乾聖陽　　㈱イノウエ塗料産業　　井上洋子　　今泉範子　　今金町農業協同組合　　今川典子　　岩澤亮一　　岩手県獣医師会　　 
岩丸仁美　　岩元真帆　　インストロンジャパン　　植杉正樹　　上田つかさ　　上田みのり　　上橋真充子　　内田まい子　　内山久美子　　 
梅 原 千 佳 子　　HKIJapan ㈱　　HCPプ ロ ダ ク ト ㈱　　 ㈱ ATTC　　NHK出 版 EC・ カ ス タ マ ー　　NTフ ィ ル ム ㈱　　 柄 本 麻 理　　 
MSD ア ニ マ ル ヘ ル ス ㈱ コ ン パ ニ オ ン ア ニ マ ル 事 業 部　　 ㈲ エ ム・ オ ー・ デ ィ ー　　 遠 藤 愛・ こ て つ　　 遠 藤 翼　　 大 賀 彩 佳　　 
大門美代子　　大阪府 K　　大杉雅人　　太田典子　　㈲オートパーツ・ムラサト　　大西由紀子　　大野洋子　　大畑ひろみ　　㈱大平産業　　 
大森さなえ　　岡崎舗材㈱　　オカダアイヨン㈱九州営業所　　岡谷建材㈱　　岡田美恵子　　岡中智栄　　岡部郁子　　岡山県津山市　　 
㈲小川建材工業　　小倉智恵子　　尾崎昭子　　小澤美保子　　織田　　雄武郵便局　　小樽市とみおか児童館　　（福）小樽市社会福祉協議会　　 
鬼塚節子　　小野里工業㈱埼玉支店　　小野塚螢子　　尾又敦子　　オリックス生命保険㈱　　甲斐真歩　　㈱カイタックホールディングス　　 
香川　　鍵谷潤一郎　　角田祐子　　TC 神鋼不動産サービス㈱加古川管理事務所　　葛西由美子　　㈱葛飾冷機センター　　加戸杏佳　　 

（公財）神奈川県公園協会　　金沢美津枝　　㈱カナリヤ　　カナレ電気㈱　　㈱金谷商運　　狩野　　釜石市準倫理法人会　　上杉恵　　 
㈱神谷鉄筋　　亀谷諭　　加来はる恵　　河合千春　　川戸信二　　㈱川本製作所　　喜界町埋蔵文化財センター　　菊地恵子　　㈲キクハン　　 

（一社）岐阜県畜産協会　　木村　　木村友有子　　旧谷祐希　　共和食品㈱　　金城　　金城麗玉　　㈱グッドウィル　　久保島陽子　　窪田幹子　　 
㈱クボテック　　久保真美子　　久保美香　　クリタ・ケミカル山陽㈱　　栗田恵　　㈱栗津鉄工建設　　グループホーム花物語きよかわ　　 
㈱クレイン工芸社　　黒沢加代子　　黒田さとみ　　㈱ケアーズ　　ケイズエーアイエム㈱　　司法書士法人 K&A 横浜リーガルオフィス　　 
剣淵中学校　　県北木材協同組合　　郷幸子　　越野一恵　　小柴恵子　　小島由香　　小達和美　　㈲こだま運輸　　後藤則子　　小林正幸　　 
小林李緒　　小番知子　　小宮山富早栄　　小森初美　　Confiamos 社会保険労務士事務所　　（公社）さいたま市防火安全協会　　斉藤直美　　 
㈱サイモクホーム　　佐尾山めぐみ　　境澤綾乃　　酒井ちはる　　坂内美佳　　榊原能枝　　阪本千賀子　　坂本直子　　SAKI Chamberlin　　 
櫻井恵美子　　笹井幸恵　　佐々木敬子　　佐々木春　　佐々木蓮　　佐竹芳朗　　札幌共配物流㈱　　佐藤　　佐藤久美子　　佐藤則子　　 
佐藤恵　　㈱サトシゲ　　サンエス警備保障㈱　　三興管理㈱　　サンコー商事㈱　　㈱サンテツ　　㈱サンホーム　　㈱さんれいフーズ　　 
㈱サンレモン　　㈱シーアンドジイ　　JA いるま野所沢 女性部　　JFE 東日本ジーエス㈱　　塩谷裕美　　㈲渋谷組　　渋谷工業㈱　　渋谷美里　　 
清水亜希子　　清水和恵　　清水沙季　　清水ハウス㈱名古屋西シャーメゾン支店　　清水マリ子　　清水洋子　　下村電機工業㈱　　下山裕加　　 
㈱ジャパンアイディアホーム　　ジャパンローヤルゼリー㈱　　㈱ショウエイ　　庄子　　庄子明子　　庄司美璃　　上東聡美　　白鳥光　　 
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寄付者ご芳名（敬称略） 2023/1～2023/6　寄付者一覧表（五十音順）

新途梢子　　瑞晃化学㈱　　菅野基子　　杉田貴弘　　杉本久美子　　杉本美恵　　鈴木隆雄　　鈴木貴子　　鈴木美香　　鈴木実知子　　 
鈴 木 佳 恵　　 ㈱ 鈴 陶　　 須 藤 動 物 病 院　　 ㈱ ス ピ ナ ッ チ　　 瀬 尾 和 子　　 瀬 戸 建 設 ㈱　　 仙 波 総 合 会 計 事 務 所　　 千 脇 隆 志　　 
㈱総合プラント　　損保ジャパンパートナーズ㈱町田支店　　第一生命労働組合新宿総合支部　　大功建設㈱　　ダイダン㈱東北支店　　 
㈱ ダ イ レ イ　　 大 和 リ ー ス ㈱ 横 浜 支 社　　 髙 井 香　　 髙 木 か お る　　 田 篭 裕 佳　　 高 橋 あ や の　　 髙 橋 夏 代　　 高 橋 賢 司 建 築 事 務 所　　 
㈱ 高 橋 工 務 店　　 髙 橋 典 子　　 髙 宮 尚 子　　 田 栗 恵 子　　 ㈱ 田 崎 組 田 崎 利 文　　 多 田 建 設 ㈱　　 田 中 幸 江　　 田 中 照 美　　 田 中 奈 央　　 
田中ルイ子　　玉井昌美　　たまのおうち　　田村恵　　田山光子　　㈱中央パッケージング　　（福）長生福寿会　　千代法律事務所　　 
塚越　　津金みどり　　塚野公子　　津島まどか　　土橋直人　　堤文絵　　認定 NPO 法人 TSUBASA　　鶴見麻衣子　　㈱ディエイアイプランニング　　 
㈱テクニカル・ユニオン　　㈱テクノコーポレーション　　出張華代　　㈱テルミック　　㈱テレビ新潟放送網長岡支社　　東海特装車　　 
㈱ 東 京 海 上 日 動 キ ャ リ ア サ ー ビ ス 北 海 道 支 社　　 ㈱ 藤 聖 工 業　　 東 ソ・ ク ォ ー ツ ㈱ 酒 田 製 造 所　　 ど う ぶ つ セ レ モ ニ ー お お ぞ ら　　 
㈱東邦システムサイエンス　　当真剛　　東レ・メディカル㈱東北支店　　時田由紀子　　得地由美子　　栃木支部　　トマトの樹ケアプランセンター　　 
冨田彩子　　トヨタホーム愛知㈱　　長岡　　長岡金属工業㈱　　中岡工業㈱　　中川理又子　　中島　　中島知春　　中田愛子　　永田真理子　　 
長津田駅北口郵便局　　長沼里沙　　長野支部　　中丸一　　中村　　中村合同事務所　　中山病院給食係　　㈱なの花西日本　　邉見奈津子　　 
浪川光代　　奈良彩美　　南国殖産㈱　　二光光学㈱　　西亜沙美　　西田　　西出真美　　西野浩子　　西祐樹　　二代目庭猫姉妹　　㈱ニチエコ　　 
㈱日進堂印刷所　　日塗㈱　　日本生命保険相互会社 柏常総支社（労働組合）　　日本全薬工業㈱　　日本大学藝術学部　　㈱日本福祉総合企画　　 
ネポン㈱名古屋営業所　　能美防災㈱　　能美由希子　　㈱野口工業　　野崎朋子　　野里美保子　　野田嘉一　　野中美由紀　　野村妙子　　 
㈱パイロットコーポレーションお客様相談室　　㈱ハウジングトップ　　パナソニックエレクトリックワークス労働組合新潟分会　　羽野恵子　　 
林 土 木 工 業 ㈱　　 原 田 美 晴　　 原 朋 香　　 坂 東 真 之　　 ビ ー・ ブ ラ ウ ン エ ー ス ク ラ ッ プ ㈱　　 日 化 産 業 ㈱　　 ㈱ ヒ ュ ー マ ン ス ペ ー ス　　 
ヒ ュ ー マ ン ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱　　 ㈱ 平 田 塗 装 店　　 平 田 華　　 廣 部 高 明　　 深 澤 勤　　（ 一 社 ）福 島 県 消 防 設 備 協 会　　 福 島 涼 子　　 
福田簡易郵便局　　福原美津子　　ふじむらあい　　藤本岳夫　　㈲フジワテック　　㈱プリマジェスト　　古越　　古谷幸子　　㈲ベーシックジム　　 
ペットサロンウェル　　北陸麻袋㈱　　ホクレン農業協同組合連合会　　保険センター宮城　　細江由里子　　細川桜　　㈱ホッコン札幌支店　　 
堀澤晴美　　本多早苗　　㈱マーストーケンソリューション諏訪工場　　前田華奈　　牧友子　　牧野まゆみ　　㈱マスコエンジニアリング　　 
松原美佐枝　　松本佳子　　松本睦積　　㈱はいばら 真野方美　　豆の木在宅診療所　　㈱マルヤマ　　丸芳木材工業㈱　　三重液化ガス㈱　　 
道 の 駅 あ が つ ま 峡　　 三 井 住 友 ト ラ ス ト 不 動 産 ㈱ 上 大 岡 セ ン タ ー　　 三 井 ミ ー ハ ー ナ イ ト・ メ タ ル ㈱ 伊 達 製 鋼 所　　 ㈱ ミ ッ ト　　 
㈱ 三 友 商 会　　 三 峯 産 業 ㈱　　 南 大 阪 支 部　　 南 の 島 よ り　　 み の り 税 理 士 法 人　　 日 本 高 圧 コ ン ク リ ー ト ㈱ 宮 城 工 場　　 宮 崎 愛 子　　 
宮 本 八 千 代　　 村 田 明 菜　　 村 松 精 機 ㈱　　 明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社　　 明 治 安 田 生 命 労 働 組 合　　 名 糖 運 輸 ㈱ 東 海 物 流 セ ン タ ー　　 
メグミ建設㈱　　メットライフ生命保険㈱大阪みらいエージェンシーオフィス　　森川明美　　森川麻美　　森美保　　㈱守谷商会本社機械２部　　 
森裕子　　柳澤奈津子　　矢野　　Y.A.P.S. 山形動物愛護を考える会　　山川京子　　山木薫　　㈱山岸産業　　山岸千鶴子　　山﨑朋絵　　 
山下さおり　　山田真紀　　㈱山電　　㈱ヤマト東京支店　　山登産商㈱　　山本さとみ　　㈲ユアサ機械　　㈲ユキ製作所　　湯口夏未　　 
𠮷𠮷川由紀恵　　吉村亮　　四鹿小桃実　　㈱ライカ　　（公財）レーザー技術総合研究所　　㈱レント 堺営業所　　ロイヤルハウジング㈱　　 
路地裏雑貨店コトイロ　　和興フィルタテクノロジー㈱　　渡邊邦章　　
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ご寄付のお願いと関連する税優遇措置について

税制上の優遇措置の概略

寄付金の使い道

皆様からのご寄付は全て私どもの動物福祉活動資金として活用

されています。2023 年度の収支予算においては、収入面では

会費 33 百万円、寄付金 42 百万円を見込んでいますが、一方で、

支出面では「いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペーン」を含む

不妊・去勢手術助成金や動物救護活動費用を始め、公益事業拡

充のための積極的な予算を組んでおり、資金確保が重要な課題

となっています。そのため、当協会では会員数の増加とともに、

もう一本の柱であるご寄付についても、幅広いご支援をお願い

いたしております。

公益社団法人日本動物福祉協会へのご寄付は、税制優遇措置の対象となっています。所得税、個人住民税、相続税について、それぞれ
に定められている条件を満たすことで、優遇措置を受けられます。なお、優遇措置を受けるためには申告が必要です。
※住民税における寄付金控除は、各都道府県および市町村の条例で指定されている場合のみ適用されますので、お住まいの都道府県
および市町村にお問い合わせください。

ご寄付の際は、以下の用途をご指定頂けます。ご送金頂く際、郵

便振替用紙の通信欄に基金名をご記入ください。

※ご指定が無い場合、一般寄付として受領させて頂きます。

動物救護基金
動物の保護・新しい飼い主探し等の為のご寄付

飼い主のいない犬・猫を減らしていく、不妊・去勢手術のためのご寄付

動物福祉理念の普及や、協会の全般的な活動のためのご寄付

不妊・去勢手術助成基金

一般寄付金

ご寄付のお申し込みは HP または事務局まで

◎税額控除（Ｈ23改正追加） ◎所得控除（従来型）

控
除
額

（寄付金額－2,000円）×40％
※対象となる寄付金額の上限は、総所得金額の 

40％相当額
※控除税額の上限は、所得税額の 25％相当額

寄付金額－2,000円
※対象となる寄付金額の上限は、

総所得金額の 40％相当額

◎個人住民税

控
除
額

①都道府県が条例指定　（寄付金額－2,000円）×4％
②市区町村が条例指定　（寄付金額－2,000円）×6％

※重複指定であれば、（寄付金額－2,000円）× 10％

◎相続税
非
課
税
措
置

遺贈または相続財産の寄付は相続財産から除外（租税特別措置法70条）
※要件等の詳細は専門家にご確認ください

会員継続と会費納入のお願い
当協会の動物福祉活動は支援者の方々からのご寄付と会員の

方々の会費で成り立っています。不妊・去勢手術援助は毎年特

定の地域（県）を選定し、キャンペーンとして行っており、今や、

すっかり定着し援助に対する期待も大きくなっています。動物

福祉啓発の為の各種セミナーもご好評を頂いております。こう

した地道な活動を継続、拡大するには安定した資金源が必要で

あり、その観点からもご寄付に加えて、会員の基盤を強固にし

ていく事が大事だと考えております。動物福祉に興味を持たれ

ておられる方には、是非、皆様から入会をお奨めいただきたく、

ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

尚、会費納入方法
に従来の郵便振替・
口座自動振替に加
えてWEB決済（ク
レカ決済）が加わり
ましたので17ペー
ジをご参照下さい。

会員種別
維 持 会 員（Ｓ）
賛 助 会 員（Ａ）
青少年会員（Ｊ）
＊正会員２名の推薦が必要です。

7,000円
3,000円
1,000円

＊

ご送金先口座番号は事務局
までお問い合わせください
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